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横浜山の会 2018 年 6 月号会報 第 651 号 

東高尾 南高尾：大洞山-草戸山 

◆日程 2018年 6月 2日 (土) 

◆メンバー L : 須田(健)、篠原、小林(悦)、山田(留)、今井 

◆天候 晴れ 

「篠原さん、久しぶりの山行ですよね？山行報告お願いしますね」高尾山口駅で須田リーダ

ーに声を掛けられた。自分の頭には、下山後のビールと売店のお土産用にぶら下る「蛇」のぬ

いぐるみ。突然須田リーダーから掛けられた声、20 年くらい前の山行を思い出した。「篠原さ

ん、確りしてください。本当に遭難しますよ」須田さんに言われた谷川岳南稜を思い出した。

この時の谷川岳南稜の話は、河野さんとお酒を飲みながらゆっくりお話しを・・・。 

少し自分の話になりますが、昨年のザイル祭に雫さんにお声掛け頂き参加させてもらいまし

た。その時、「火の神」を務めさせたさせて頂きました。「火の神」に満足しているとまさに神

の声！！山田元会長から「酒飲みに来ないで山に行け！」と。それから数か月？やっと実現し

た山行参加。山に行けること、暫く休んでいても呼んでもらえる感謝の気持ちをもって６月２

日相模湖駅８：１８分到着。駅には数名の登山風の人、地元の人。８：２８分皆と合流。須田

さん、今井さん、小林さん、山田さん。よろしくお願いします！とバスに乗り込み大垂水バス

停へ。バスの車中、須田さんの次男が剣道部に入部の話とか、インドの話、ヒマラヤ計画等の

話を聞きながら。 

２０分ほどバスに揺られた後、大垂水から登山道を出発、地図読みの基本を確認しつつ前へ

進む。途中の分岐を確認しながら「来たことある人！？」と経験や勘も交えつつ、確実に前へ

進む。「梅の木平」はどこ？看板にあるが地図でみつからない？と話しながら歩き、トマトやわ

らび餅を頂き休憩をとる。休憩といえ

ば、「リュック掛け」なるものがある。

ベンチの横に、ベランダの物干し風に

ひとつずつ「リュック掛け」がある。

皆その可愛い様子に感動（たぶん）。近

年の登山ブームで、リュックをベンチ

に置くと座りきれない人がでるのか

なあ？と、どうでもいいことを考えな

がら歩いていると「きゃあー、へびへ

び、もういないですよね？」と大変な

ことに。たぶん２ｍはあろうかと、大蛇が。その後も大きな蛇をみたので蛇も生活環境の変化

に苦労があるのかなあと。蛇の環境を心配していると、怠惰な生活環境を続けていた自分の息

はハアー、ハアーと。危ないところで「はーい、昼食休憩です」セーフ。 

昼の話題、「山に行って余ったパンどうします？」・・・「すぐ冷凍して次の食材に」「翌日の

朝食に」「翌日の昼のお弁当」と色々。「ザックに入れっぱなし、次の山行で気づくかな？」な

んて言えません。４時間くらい歩き、楽しい山歩きも終盤、最後の分岐「高尾山口まで２００

ｍ、高尾駅まで２キロ、さあどっち？多数決にします」と須田リーダー。「みんな目をつぶって

手を挙げしょう！」結果は？「全員一致、もちろん２キロの高尾駅！」ではなく、「２００ｍの

高尾山口駅に」との結果。須田リーダーのリーダーシップで「全員一致」、高尾山口１４時電車

で帰途へ。久しぶりの山行、とても楽しかったです、ありがとうございます！ （記：篠原） 
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[同行参加者の一言] 

景色も堪能でき、のんびりまったりと歩きたい気分の時はお薦めのコースだと思います。所々

にベンチが設置されていて、その傍に木製の手作り「リュック掛け」が設置されております。

思わずザックをぶら下げてみたくなるような、その姿はなかなかキュートです。お天気にも恵

まれ、ほんわか気分でゆっくりと楽しみながら歩く事ができました。 （小林悦） 

快晴で気温の高い低山でしたが、カラッとして夏山を思わせる気持ちの良いハイキングでした。

展望台からは津久井湖や城山湖、丹沢山塊も見えました。そんな気分良く帰りの電車に乗りま

したが、話の花が咲き乱れ、夢中になり、"帰り道迷い"の遭難に遭ってしまいました…。電車の

乗りこしには注意ですよ(^_^;) （山田留） 

南高尾山行は横浜山の会に入会して初めての例会山行でした。会の旗を持ち皆で記念撮影！を

期待していましたが‥次回は旗で記念撮影を期待しています。 （今井） 

CT：大垂水 9:00‐大洞山 9:30‐見晴台 10:30‐休 10:50‐三沢峠 11:30 

‐草戸山 12:00/12:40-高尾山口駅 14:10 


